
■自己紹介
私は道南の山の麓にある七飯町で生まれ、高校で

は建築を学びました。卒業後、札幌で 8年程 CAD
オペレータとして派遣等で点々としていた 20代。
特に向上心もなくぼんやりと、図面を描く仕事を

してきました。一つのことに限定したのは、親の教
えで「手に職をつけろ」があったからです。
20 代の終わりに実家に帰り、函館で橋梁の設計

会社に就職。その 5 年間はスパルタ級に鍛え上げ
られ、ゆるゆるだった私の根性も鍛えられました。
そして結婚に伴い退職。のんびりとパートでもと

考えていましたが、3カ月ほど休んでいると図面を
描きたい願望に襲われます。そのときにハローワー
クで出会ったのが今の会社です。
■受験のきっかけ
今の会社に入って 7年になります。
入社当初、私が持っている資格は運転免許証くら

いでしたし、今まで資格所得を薦められることもあ
りませんでした。私自身も「わたしごときが資格を
とって意味があるのか。」と消極的でした。そんな
中、社長が「受かるかどうかより受けることに意味
があるから受けた方がいい」と金言を頂き、考えが
変わりました。
その言葉通り、資格について勉強することが知識

になって役に立っていると感じたのです。
その後、数年かけて目標の資格を所得した後に、

目の前にあったのが技術士一次試験でした。
「技術士」・・・。名前だけは知っていましたが、

自分には遠い存在だったあの大きな山に、登るとき
が来たようです。
■勉強方法
技術士一次試験の勉強方法ですが、入社当初から

私の環境も変わり、子育てと平行しての勉強となり

ました。そのため毎日少しずつ進めていきます。
会社での空き時間や、昼休みの 30分、朝早く来

て会社で 30分～一時間。夕食後の 1時間。土曜は
保育園なので丸一日勉強し、日曜は実家に預けて勉
強させてもらいました。(夫も勉強)
期間は 4 か月ですが、なんとか過去 7 年分を 5

回解くことができました。
私は知識も広くないため初見の問題が多々ありま

したが、しつこく同じ問題を解くことで理解できま
した。また、不得意分野もぼんやり覚えていたおか
げで過去と同じ問題を解くことができました。
技術士一次試験は私にとって未知の知識をたくさ

んくれました。そして全く知識のない分野も少しだ
け知っておくことで敷居が少し下がったような気が
します。
■おわりに
ただなんとなく図面を描き続けていたら今の場所

にいるような気もしますが、約 20年続けることに
は意味があるんだなと今になって思います。
様々な会社でお世話になってきましたが、その一

社一社の経験はすべて無駄なく私の経験となり今の
私を作る基盤になっているのです。
それは様々な人から暖かく見守り、教育していた

だいた結果です。
その結果を形にするために技術士を目指し、さら

に世の中に貢献することを恩返しと考え自己研鑽を
重ねていきたいと思います。
最後に、一次試験合格には様々な方々の助けが

あった上で得られることができました。
また、二次試験においても同様に周囲の方々の協

力が必要になると思います。
この場を借りて感謝を申し上げます。
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